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The Murder of Ghasem Soleimani and the Increased Tensions of US-Iran Relations 
 





殊部隊の司令長官であり、1979 年のイラン革命から 8 年間に及んだイラン・イラク戦争という
現代史の本流の中で出てきたイランで最も傑出した軍人であった。その意味では 10 月に同じ
















 だが 2018 年 3 月にティラーソン国務長官が解任され、米国上院の審議を経て 4 月 26 日に対
イラン強硬派で前 CIA 長官のマイク･ポンペオが国務長官に就任、またその少し前に G.W.ブ
ッシュ時代に米国国連大使として対イラク戦争を強力に支持し、以前からイランの武装的反体
制組織モジャーヘディーネ･ハルクとの強い関係を有するジョン･ボルトンが大統領補佐官（安
                                                        
1 Al-Jazeera は 2019 年 10 月 4 日付でソレイマーニー司令官の出身地ケルマーンの実家近くのモス
クで具体的な暗殺計画があったがイラン当局側が阻止したと報じた。“Iran says it foiled plot to kill 
Major General Qassem Soleimani,” al-Jazeera, 2019.10.4. 
［https://www.aljazeera.com/news/2019/10/iran-foiled-plot-kill-major-general-qassem-soleimani-
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トランプ政権はまず以前からの持論であった JCPOA からの離脱を表明、11 月までに対イラ
ン経済制裁を段階的に強化して日本を含む国際社会に米国の制裁への同調を余儀なくさせた。
これによってイランと米国の関係は一挙に緊張の度合いを深めることとなった。 






























                                                        
2 Michael R.Pompeo, “Confronting Iran: The Trump Administration’s Strategy,” Foreign Affairs, Nov./Dec. 
2018. 






に無視できぬ影響を与えるようになっている。まず 2019 年 5 月 12 日にサウジ船籍のタンカー
等計 4 隻がホルムズ海峡のフジャイラ沿岸で何者かに攻撃されたことで米国を中心にイランへ
の非難が強まる中、5 月 16 日にザリーフ外務大臣が急きょ来日、かねて懸案だった安倍首相
の訪イを要請した。それを受けて、安倍首相が日本の首相として 6 月 12 日実に 41 年振りにテ
ヘランを訪問、ロウハーニー大統領および翌日にはハーメネイー最高指導者とも面会して「イ
ランは核兵器開発の意志を持たない」との基本的な立場を確認した。 
 これは 13 日にホルムズ海峡近海で日本国籍のタンカーが何者かによる攻撃を受けたことで
水を差された形となったものの、イラン周辺域内の一時的な緊張緩和のために一定の外交的成
果があったと評価できるだろう。だがこのオマーン湾でのタンカー攻撃についてイラン側は米
国とイスラエルが関与したとみており、1 週間後の 6 月 20 日に米国の RQ-4 ドローン偵察機を
「イラン領空内で」撃破した。これに対して米軍側は直ちにイランへの報復攻撃を準備、トラ
ンプ大統領は翌 21 日の攻撃直前に攻撃の停止を指示したと Twitter などで自ら語っている。 





 その一つが 10 月頃からのイラク･レバノン方面でのイランおよびヒズブッラーの影響力に抗
議する民衆デモの頻発であり、さらにイラン国内では 11 月 14 日の夜半に突如発表されたガソ
リン価格の値上げとその後のインターネットの封鎖、そしてイラン当局による若者を中心にし
た 3 百人～千人規模の抗議者の殺害と数千人に及ぶ逮捕･拉致であった。 
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3 カルバラー・パラダイムについての代表的な議論は： Michael M. J. Fisher, Iran: From Religious 
Dispute to Revolution, Cambridge, Massachusetts: Harvard University Press, 1980. また革命の直前には
以下の研究書が上梓されている： Mahmoud Ayoub, Redemptive Suffering in Islām: A Study of the 
Devotional Aspects of ‘Āshūrā’ in Twelver Shī‛ism, Hague: Mouton Publishers, 1978. 
